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東海大学紀要海洋学部第22号 171-185頁 (1986)

静岡県におけるシラス漁業の生産

と加工品出荷に関する研究*

池松政人

Studies on the Production and on the Shipment of Processed Products 

in the Shirasu (larval anchovy) Fishery of Shizuoka Prefecture 

~asato IKEMATsu 

Abstract 

In Shizuoka Prefecture， there is in existence shirasu (larvae of ]apanese Anchovy， 

Engraulis japonica， and Sardine， Sardinops melanosticta)五shery，as one of traditional 

五sheries，and the五shinggraunds are Suruga Bay and Enshu-Nada. 

The purpose of this paper is to make clear the problems of this五sheries，including 

production， processing and marketing through interview and information collection， so 

that author r巴peatedfield survey at th巴 main landing ports during over four years 

(from April 1981 to May 1985). 

The五shingmanagement is petty and the income is unstable becaus巴ofthe fluctua-

tion of the sea and五shingconditions. The main processed products of shirasu are 

kamaage-shirasu (boiled shirasu)， Tatami-shirasu (sun-dried shirasu on the bamboo 

blind) and Chirimen (boil巴dand dried shirasu). 

The processing operation is influenced by the unstable supply of raw materials. 

The processed products are mainly destined to central wholesale market in Tokyo 

and Osaka through consignment sales. 

The Shizuoka's market share of the processed products at the central wholesale 

market in Tokyo and Osaka is stagnant by very severe market competition with other 

production and processing areas. 

The processing management are now making an e旺ortto reduce the cost because 

the market price in c巴ntralwholesale market is stagnant. 

To stabilize the production and processing management， it is very important to 

maintain the stable catch. 

Moreover， it is necessary to study the supply-demand relations of raw materials 

between五shermenand processors， initiatived by cooperatives， and to produce the pro-

ducts at the reasonable level getting an insight of market sal巴strends. 

* 東海大学海洋学部業績A第334号.受理1985年10月17日



172 池松政人

1. 序 論

静岡県には，伝統的な泊岸漁業の 1っとして駿河湾および遠州灘を漁場とするシラス船曳網漁業

が存在する.

シラス漁業は，往年の地曳網から揚繰網，船曳網に漁法が転換するにつれて，漁船，漁具などの

生産手段や漁業労働力が強化され，さらに水産加工業の生産基盤も整備され，わが国のシラス主要

産地としての地位を形成している.

しかし，遠州灘沖に形成される冷水塊や河口域前線の消長などにより，シラス漁獲量は不安定な

傾向がみられ，また漁場の狭臨性や漁業，加工業の個別経営規模の零細性からその生産状況は停滞

傾向を続けている.

本研究においては，シラス漁業の生産動向を概括するとともに加工状況，加工品の出荷動態を把

握することを主題とする.

調査は， 1981年4月から1985年5月の間，主として駿河湾用宗，大井川および遠州灘福田，舞坂

の4地区の漁業協同組合，加工業協同組合，個別業者を対象として資料蒐集，聴取調査を行った.

2. 静岡県におけるシラス漁業の生産概況

往古における静岡県のシラス漁業の史的展開は不詳であるが，阿部 (1843)によれば，徳川時代

には現静岡市の地先海面におけるシラス地曳網漁業や婦女子の責による天日乾燥の模様，シラス干

が地元で名産として評価されていた事実などを指摘していることから，その経緯は古いと思われる.

しかし，シラス漁業の生産基盤が整備されたのは，旧来の地曳網漁法に加えて， 1925年頃からの

漁船の動力化・大型化による l般曳船曳網，とくに戦後の 2般曳船曳網漁法が胎頭，普遍化し，さ

らに1956年水産庁長官通達の泊岸漁船整備促進要綱， 1963年制定の泊岸漁業等振興法などの法律的

保護，育成措置を契機として漁船，漁具などの生産手段が強化され，漁獲水準も高まる傾向を示し

た.

現在，駿河湾と遠州灘の沿岸域を主漁場とするシラス漁業は，静岡県の代表的な沿岸漁業であり，

全国の年間シラス漁獲量に占める比率も近年1O~20%の生産割合を続けている.

Fig.1 は，関東農政局静岡統計情報事務所 (1953)~(1983) による 1953年から 1983年の静岡県に

おけるシラス漁獲量の推移を示したものであるが，大略5，000tから13，500tの幅で消長している.

ジラスの漁獲量変動に係わる要因として，遠州灘沖の冷水塊や河口域前線の消長などの海況，漁

況の影響が以下のように指摘されている.

静岡県水産試験場 (1983)は，駿河湾，遠州灘海域の魚卵，稚仔，プランクトンの出現状況とし

て“カタクチイワシ卵の出現は，…遠州灘沖に大型冷水塊の出現した50年から55年にかけて，とり

わけ規模が大きく黒潮の大蛇行が顕著で、あった51年から54年にかけては激減した.また，この時，

出現のピークは 4~5月から 6~7月へ変化していることがうかがわれる.…このような産卵状況

の変化は，カタクチイワシ資源減少の機構に合致するものと言える.これに対して大型冷水塊が縮

小，消滅の過程をとった55年には再び 4~5月の産卵量が増加するようになり・・このような産卵状

況は，カタクチイワシシラスの出現状況にもよく反映しており，カタクチイワシ資源量を評価する

重要な指標ともなっている"と述べている.

また，中村 (1982)は，河口域前線の消長とシラス漁場形成との関連に触れて“カタクチシラス



Calch 
(1) 

15，000 

10，000 

5，000 

シラス漁業生産と出荷に関する研究

1955 1960 1965 1970 1975 1980 
Year 

Fig. 1. Trend on catch of Shirasu in Shizuoka Prefecture (1953-1983). 

Source: Kanto Agricultural Administration Bureau， Shizuoka 0伍ceof 

Statistics and Information， Annual report of agriculture， forestry 

and五sheriesin Shizuoka Prefecture， 1955~1985. 
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を主体としたシラスの主たる漁場形成は低塩水塊の発達に起因した，河口域前線の発生が一つの要

因である.…河口域前線の発生 (4月)，発達 (5，._，7月)， 衰退 (11月)， 消滅(l2，._，3月〉の過

程を通じて，この消長がシラスの初漁期 (4月)，盛諦、期 (5，._，6月〉および終漁期 (11月〉の漁

場形成にとって極めて重要な要因の一つであることを結論とした"と主張している.

さて，近年におけるシラス漁業の動向をみてみよう.

Table 1は， 1964年から1983年のシラス漁業の漁法別統数を示したものであるが，地曳網の場合

は，終始減少傾向を辿り， 1960年の250カ統から1983年には1/2以下の 101カ統となっており，既述

のように地曳網漁法は 1般曳， 2腰曳網涛漁、法と異なり非能率的諦

により淘汰，駆逐されつつあると思われる.

1膿曳， 2腹曳船曳網漁法の場合は，それぞれ年次別のバラツキがみられるものの，前者が大略

200カ統，後者が250カ統程度の長期的趨勢を示している.

1膿曳， 2腰曳船曳網漁法の場合，漁揖体数の振幅が小さいのは，シラス漁業資源の保護と漁場

における過密操業のトラブルを防止するために漁期，漁場とくに生産手段(漁船，漁具〕などに関

する県許可により漁業条件が限定されているからに他ならない.

シラス漁業の総持、拐体数は，以上の各漁法別の時系列変動を含んで減少傾向をみせているが，最
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Tab!e 1. Number of五shingunit on shirasu fisheries in Shizuoka Prefecture 

(1964-1983). (Unit: fishing unit) 

ー旦ぞ~I
Beach One-boat 

Tota! 
sem巴 seme seme 

1964 250 441 691 

1965 233 193 253 679 

1966 232 207 246 685 

1967 188 222 255 665 

1968 157 207 257 621 

1969 161 189 251 601 

1970 144 178 253 575 

1971 142 153 294 589 

1972 136 153 305 594 

1973 133 202 277 612 

1974 134 224 257 615 

1975 116 245 252 613 

1976 123 221 259 603 

1977 127 196 244 567 

1978 128 200 241 569 

1979 126 199 250 575 

1980 113 203 242 558 

1981 109 201 232 542 

1982 104 203 248 555 

1983 101 208 250 559 

Source: Sam巴 dataas Fig. 1. 

近は550カ統余に止まってL、る.

漁法別にみた場合， 1983年には 2般曳が250カ統， 1般曳が208カ統， 地曳網が101カ統であり，

能率的な 2般曳が主体を形成しているが，いずれの詩、法においても，動力10t未満の漁船，数名の

従事者によって構成されている零細な漁業形態が基本的特徴となっている.

Table 2から， 1976年から1983年の漁法別シラスの漁獲量は，地曳網が 1般曳， 2般曳に比べて極

端に少なく，しかも減少の一途を辿っている.

総漁獲量は， 1977年から1979年は不潟、のために低迷しているが， その他の年次は 9， 000~12， 000

t程度が漁獲され， 1983年は過去のピーク時の漁獲量と比肩する12，306tを漁獲している.

うち， 2 鰻曳の総漁獲量に占める比率は，各年を通じて80.0~90.6%幅の高率を占めており，潟、

拐体数の割合とともにシラス漁業の主体的漁法であることを立証している.

潟、獲金額は， 総額3， 972百万円~8， 208百万円であるが， 一時減少しているものの， 1981年から

1983年には増加している.

Table 3から， 1983年の静岡県の主要産地別シラス漁獲量は，舞坂，吉田，福田，新居，用宗の

順に少なくなっているが，全体的な時系列的実績の変動は，各地区とも類似しており，漁業協同組

合を通ずる漁業規制，漁場管理と生産調整が浸透していることをうかがわせる.

他に，由比，清水，御前崎などにも水揚げされているが，その実績は上記主要産地と同様の傾向

を示している.
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Table 2. Catch of shirasu by五shingmethod and value in Shizuoka Prefecture 

(1976-1983). (Unit: t， million yen) 

seme |…t I…ts I I - . _..... I Others 
seme seme 

Total ρし
vu

 
a
 

v
 

ヤ~I Beach 

1976 136 1，547 7，471 2 9，156 4，670 

1977 126 1，447 6，292 ...... 7，865 4，537 

1978 75 765 5， 167 。 6，007 4，112 

1979 76 858 6，550 ..・・・ 7，484 3，972 

1980 86 1，021 10，625 -・・・.. 11，732 3，997 

1981 67 1，059 8，814 -・・・・. 9，940 5，059 

1982 65 1，303 9，520 8 10，896 6，374 

1983 49 1， 186 11，071 。 12，306 8，208 

Source: Same data as Fig. 1. 

Note: Total五guresare composed of catches from personal fishing boats in Shi-

zuoka Prefecture. 

二~土|叫 ω73[ 1974 1 州附 1197711叶川ωo 11叫州 1983

山川:;:巾;;|;212;;;|;:;;1::;;;ll:;:|1;:[;::;;[;::;;|l:;;|:721::;:; 

Total 

Source: Same data as Fig. 1. 

Note: Total figures are composed of landings of local五shwholesale markets. 

Therefore， the total五guresbefore 1979 are not necessarily equal to totals of Table 2. 

3. 静岡県におけるシラス加工生産の現状

シラスは，元来天日乾燥による堅干が伝統的に加工されてきたが，加工労働力の減少や漁法の発

達に伴って加工機械が導入され，製品が多様化した.

また，これは加工用，家庭用の冷蔵庫の普及によって原料魚，加工品の長期保存が可能になった

こと，輸送手段の強化，流通網の発達により市場とくに大都市市場の消費者需要が喚起されたこと

など、から量的販売の余地が拓けたことにも起因している.

静岡県においては，現在釜あげシラス(煮沸後水切り，放冷したもの)， チリメン(煮沸，水切

りの後， 天日あるいは機械乾燥を行ったもの)， タタミイワシ(賢子を張った型枠で、原料魚を少量

すくいあげ，水切り後簾に伏せて天日乾燥したもの〉の 3種類が加工されているが，年次別生産量
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Table 4. Production and share of processed shirasu in Shizuoka 

Prefecture and J apan (1968-1983). (Unit: t， %) 

二~ISh哨pref. 1 Japan 
A/B 100 (B) 

1968 6;349 16，417 38.7 

1969 4，491 14，172 31. 7 

1970 5，397 14，561 37.1 

1971 4，112 13，800 29.8 

1972 6，105 20，285 30.1 

1973 4，703 18，434 25.5 

1974 4，452 17，157 25.9 

1975 7，130 21，719 32.8 

1976 4，818 21，725 22.2 

1977 4，141 18，252 22.7 

1978 3，020 17，319 17.4 

1979 3，889 22，030 17.7 

1980 6，315 23，220 27.2 

1981 5，381 23，909 22.5 

1982 5，961 32，397 18.4 

1983 6，694 40，178 16.7 

Source: Same data as Fig. 1. 

Table 5. Quantity of processed shirasu by major production areas in Shizuoka Prefecture 

(1970-1983). (Unit: t) 

:;( 
Suruga Bay Enshu-nada 

Shizuoka Pref. 
Mochimune I Yoshida Fukude Maisaka 

D.d|| Boiled &Boiled & Boiled & Dried I山&nea I dried I dried dried nea I dried nea I dried 

1970 28 703 1，045 801 ... 993 49 5，397 

1971 23 450 800 840 ... 732 47 4，112 

1972 49 870 912 663 ... 1，246 73 6，105 

1973 226 637 789 644 2 1，280 260 4，703 

1974 52 363 948 546 ... 982 77 4，452 

1975 55 1，115 1，543 558 18 1，057 85 7，130 

1976 67 582 602 559 14 810 90 4，818 

1977 64 397 579 399 ... 816 65 4，141 

1978 80 265 556 359 2 580 82 3，020 

1979 20 401 752 256 4 606 24 3，889 

1980 28 632 1，043 690 4 1，239 33 6，315 

1981 ... ... ... ... ... ... ... ... 
1982 ... 643 1，006 668 ... 1，391 ... 5，931 

1983 ... 884 1，151 841 ... 1，719 ... 6，639 

Source: Same deta as Fig. 1. 
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は増減を繰り返しながら頭打ちの状態となっている.

Table 4にみられるように，全国のシラス加工量の中で地域的にト yプの生産実績をもっ静岡県

は，全国に占める比率が1968年の38.7%から次第に低下傾向を辿り， 1983年には16.7%に低落して

いることは，生産実績が静岡県に準ずる高知，和歌山，徳島，茨城，宮崎，鹿児島，兵庫などの他

産地の増勢を物語るとともに市場競合に基づく生産抑制を示唆している.

Table 5によれば，静岡県全体においては， 素干(タタミイワシ〉が1973年の260tは別として

年間生産量24~90 tであるが，煮干(チリメン〉の場合は， 3， 000~7， 000 tとなっており，煮干中

心の加工生産が支配的であることがわかる.

これは，素干は型枠や賓子を用いた加工工程や乾燥に時間と労働力を要し，労働力不足に拍車を

かける傾向があることのほか加工品目別の需要，市場価格の動向などが考慮されて，比較的に簡易

な加工により製品が得られる煮干が重視されているからである.

関東農政局静岡統計情報事務所 (1984)によれば， 1983年の静岡県における煮干，素干の延工場

数は，それぞれ277，169となっており，その過半数がシラス加工工場であると思われるが，静岡県

しらす煮干加工組合連合会 (1981)は，加工経営体は11地区253としており， これに伊豆方面の未

加入者を含めるとその数はさらに増加する.

しかし，シラス加工業者の個別経営規模は，常用従業員10名，年間売上高 l億円以上の大規模階

層をも含めて殆んどが家内工業的な零細性を示している.

静岡県商工部 (1981)によれば，シラス加工経営の概況は以下のとおりである.

経営組織は，アンケート調査による総回答数68のうち，個人が64，法人が4 (資本金 5~50百万

円〉であり，年間売上高は10百万円~1 億円の階層が計46で全体の中心を占めているが， 1億円以

上の上位階層の 8に比較して， 10百万円以下の下位階層の14が多く， また作業場面積も 30~200nf

が29，200~1， 000nfが27， 1 ， 000~5， 000nfが 9 ， 10， 000~50， OOOnfが2となっている.

さらに労務に関しては，常用従事員を雇用している経営体は， 1~5 名が38， 6~20名が 4 であ

り， 3名以下の家族従業員のそれは54であり， 10名以下の臨時従業員の場合は5.6となっている.

シラス加工の場合，漁獲量に比べて加工経営体数が多く，一部において加工設備の操業期間中の

遊休化を生ずるなど加工業者同士の原料魚買付競争を刺激している.

また，シラス漁船の年間出漁日数が天候などの自然的要因によって計130~150日前後に限定され

ていることから原料魚入手時期が制限され，かつ海況，漁況の影響によるシラス漁獲量の変動から

安定した年間加工ベースを維持できない状態となっている.

加えて，シラスは稚魚を製品にするために，肉質の水分含有量も多く，原料魚が貯蔵性，耐久性

に乏しい.

このことから，シラスは漁獲後，迅速な水揚げ，加工，出荷の処理が要求され，産地スト y クや

出荷調整の余地が少ないところから，漁獲量の多寡が加工品の出荷量，価格に反映する傾向がみら

れる.

前記の静岡県商工部 (1981)によるシラス加工の経営状況を概括すると，売上高の推移は以前よ

り伸びたとする回答数は24であり，横這い，減少の44より少なく， 5年前と比べた採算状況はやや

よくなっているの11より変らない，悪くなっているの57の方が多い結果となっている.

また，採算状況もやや黒字の11より，収支が措抗するか赤字の57の回答数が多い.

経営上直面している問題点は，原材料の不足，高騰の48が同業者の競合の25，従業員の確保の21，

生産設備合理化の遅れの 9などより造かに多く，さらに企業発展面からの生産上の制約要因も原材

料の確保，高騰の56が他の回答数を凌駕し，実際の原料魚買入れも困難が伴うことを集中的に回答
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している.

以上のとおり，原料魚の安定確保はシラス加工業者にとって基本的な課題となっているが，これ

がシラス加工業の経営構造を規定する大きな要因になっている.

零細なシラス加工業者にとって，原料魚の安定確保が困難であることは，シラス加工の周年操業

が成立し難いことを意味しており，このため他種水産加工業との兼業事例が多くなっている.

また，後述の如くシラス加工品の殆んどが大都市卸売市場に委託出荷されている事実も，個別経

営が零細規模なるが故に代金回収を確実にし，流通取引上のリスクを回避することに限らず，自立

的出荷を行う機能に欠けていることを立証するものであり，これも原料魚の買付事情に起因すると

ころが大きいと思われる.

4. 産地におけるシラス加工品の出荷動向

近年，わが国においては，国民の水産物需要の高度化，選択化と冷凍，加工技術の進展に伴って

輸入高級魚に代表される冷凍・規格品の卸売市場外における商取引が活発化している.

すなわち，商社，水産会社，場外問屋など大手買付資本は，積極的に水産物の商取引機能を強化

し，系列，関連資本に対して能動的に商品を流通せしめ，また流通分野の中間段階における売手，

買手間でも相互に自由な相対取引が拡大しつつある.

これに対して，旧来の産地，消費地卸売市場を中心とする市場内取引は，生鮮青ものなど低級魚

の卸売はメリットの少ない商取引とみなされ，卸売市場法の特例を生かした冷凍・規格品の導入を

展開しつつあるが，市場外取引の増勢により，目下卸売市場の関係分野では，卸売市場法の見直し

と取引機構の改善を強く要望している.

このような中にあって，シラスの流通機構は Fig.2に示される如く，典型的な卸売市場内流通

の特徴を具備している.

池松 (1982)は，サクラエビの流通経路のうち主要な卸売市場内取引についてつぎの如く述べて

いる.

“このルートは，産地サイドからみれば旧来の伝統的取引形態であり，短期間の代金回収で運営

資本の回転率も高く，経営上のメリットがある反面，中央卸売市場の意志による相場形成のため産
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Fig. 2. Distribution channel of shirasu. 
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地にとっては安価な価格形成に流れる傾向にあり，この委託出荷の場内取引から，問屋，スーパー

マーケ y トなどとの相対取引へ転換することこそ自らのサクラエピ市場形成に寄与するわけであ

る"

サクラエピの場合と同様に，シラス加工品も日用惣菜品として最寄品的商品特性を保持している

とともに，産地出荷業者(加工業者)の取引機能の脆弱性を露呈している.資本力の乏しい産地加

工業者は，運転資金を確実，迅速に回収できる消費地卸売市場への委託出荷に傾斜し，商取引上の

Table 6. Shipment district of processed shirasu from Shizuoka Prefecture 

(1968-1983). (Unit: %) 

7三二二ij=iよ;;:二:二孟;=if7プ汗5竺空空竺竺町!空竺竺空竺竺竺±竺竺1竺1土(竺di空竺竺竺竺!1±空竺竺!!±±±土出J1h全土出ri士土引Jf1り:工リLリr~可τ官官ロ;2z江芯;:立ニ::乙::iJ;孟:記己立斗副iiiニ判:;L川cd」tJ| O th e r s l L t 
Maisaka， Arai and Fukude 70 20 10 

1968 Mochimune， Yoshida 50 30 20 

Numazu 60 20 20 

Mochimune 50 10 40 

Yoshida 70 20 10 

1981 Oigawa 30 40 30 

Omaezaki 20 30 50 

Maisaka 70 20 10 

Mochimune 50 10 40 

Yoshida 45 30 25 
1983 

Fukude 10 60 30 

Maisaka 70 20 10 

Source: Noguchi E.， Conspectus of五sheriesspeciality， 1968. 

Table 7. Transaction quantity and value of processed shirasu shipped from Shizuoka Prefecture 

through Tokyo and Osaka Central Wholesale Markets (1974-1984). (Unit: t， million yen) 

:;:: Tokyko e Central Wholesale 
Market 

O K cmr M|| Osah C.W.M 
aKav. VV • lVl. ¥ (Eastern) OsakaC.W.M.IOs~~aC.W~M. saKa v. vv . lVl. ¥ (Eastern) 

Dried I Boiled & dried Boiled & dried Boiled 

Quan.1 Value I Quan.1 Value Quan.1 Va川Quan.1V向 Quan.1 V ω I  Quan.1 Value 

1974 83 68 1，253 1，122 236 230 84 76 8 5 l 

1975 26 85 1，152 1，900 340 450 240 327 。 2 。
1976 32 134 1，043 1，220 208 291 135 175 。 。 。
1977 39 153 792 1，142 145 176 120 131 18 22 2 

1978 39 162 761 1，180 235 278 64 113 4 8 1 

1979 62 267 860 1，087 89 123 69 104 47 24 。
1980 72 254 1，169 1，270 284 314 170 186 13 14 1 

1981 70 261 1，733 1，887 209 360 116 196 18 25 。
1982 51 218 1，722 2，004 

1983 48 216 1，553 2，033 191 362 109 189 18 24 1 

1984 48 194 1，562 1，708 242 241 106 98 29 24 6 

Source: Tokyo Metropolitan Government 0伍ce，Annual report of Tokyo Central wholesale 

Market， 1974-1984， Osaka City 0伍ce，Annual report of Osaka Central Wholesale Mar-

ket， 1974-1984. 

1 。
l 

2 

1 。
2 。
1 

4 
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Table 8. Transaction quantity and value of processed shirasu through Seisei 

Central Wholesale Market(1976-1984). (Unit: t， million yen， yen/kg) 

とごと
From Shizuoka Total Prefecture Unit price 

Quantity 1 Value Quantity 1 Value 

1976 20 25 79 86 1，081 

1977 14 14 80 118 1，471 

1978 12 16 63 106 1，677 

1979 10 15 105 170 1，613 

1980 43 51 134 157 1，169 

1981 29 48 104 167 1，602 

1982 22 38 145 226 1，561 

1983 23 31 210 237 1， 126 

1984 23 22 182 201 1， 102 

Source: Seisei Central Wholesale Market Cooperative， Annual report， 1976-1984. 

価格形成は消費地卸売業者とくに仲卸売業者の他律的制約下にあって，自己に有利な取引条件を構

築することは不可能に近いであろう.

ここで，産地におけるシラス加工品の出荷状況を概観してみよう.

Table 6は，野口 (1968)ほか過去 3カ年におけるシラス加工品の出荷に関する聴取調査結果を

示したものであるが，各年次ともに東京を主とする関東方面への出荷割合が目立っている.

1981， 1983両年の大井川，吉田，御前崎の事例を除くといずれの産地も50~70%の出荷率を占め，

関西方面は1O~40%の比率となっている.

また，県内，地元は，殆んどが40%以下である.

以上のことから，静岡県における産地から消費地の一次出荷は，関東に集中イじしている.

関東に出荷が集中している理由は，産地と消費地聞の時・空間的距離が短いこと，旧来の商取引

実績が延長，跳襲されていること，関西方面は四国，九州産加工品の市場であり，出荷競合がみら

れることなどが指摘できる.

Table 7 から 1974~1984年の東京，大阪雨中央卸売市場 (1974~1984) による静岡県から荷受し

たシラス加工品の取扱数量の推移をみてみよう.

大きく東京，大阪両市場に分けた荷受状況は，東京の取扱数量，金額ともに，大阪のそれに比較

して遥かに卓越している.

加工品目毎には，煮干は各年を通じて数量，金額とも前者が後者の 2~5 倍であり，素干は用宗

から東京中央卸売市場向けに限定され，釜あげシラスは大阪中央卸売市場本場，東部市場のみが荷

受けしているが，煮干に比較して取扱実績は少ない.

取扱実績の経年変動は， 東京の煮干の取扱数量が， 1981年の1，733tをピークとしてその後減少

しているが，長期的には漸増傾向がみられる.

大阪は，本場，東部市場ともに年次毎のバラツキが目立ち，商取引が安定していないことを物語

る.

さて，地元出荷先の中核をなす静清中央卸売市場 (1976年開設〉のシラス加工品(煮干〉の取扱

実績の推移は， Table 8のとおりである.

岡市場の場合，素干が入荷していると思われるが，その他として混合集計されているので不詳で

ある.
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まず，岡市場の取扱数量，金額ともに東京，大阪のそれに比較して少ないことが目立つ.これは

産地の出荷先に関する聴取調査結果と符合する.

地元静岡県からの入荷量は， 1980年の43t以外は大略20t程度で推移しており，また金額も同年

の51百万円を除外すると50百万円以下であり，総じて地場産品の取扱動向は停滞気味である.

これに反して，総取扱実績は逐年増加傾向を示しており，相対的に静岡県の全体に占めるウェイ

トが低落しつつあることを物語っている.

これは，他産地とくに大阪のウェイトが高まりつつあることの証左である.

因みに， 1984年の同市場の産地別取扱量は，総計182，052kgのうち，大阪が116，959kg (64.2%， 

1，156円/kg)であり，静岡が22，551kg(12.4%， 973円/kg)，徳島が19，023kg(10. 4%， 1，072円/

kg)，その他茨城，千葉，東京，山梨，三重，和歌山，広島，山口，福岡，大分が略 1~3 tとな

っている.

大阪からの入荷は，地方出荷のほか卸売市場閣の転送によるものと思われ，もともと大阪中央卸

売市場には地元兵庫をはじめ四国，九州地方の加工品が多く入荷していることから，これら地方産

品が転送され，一部は静岡県から委託された加工品が産地回帰の移送がなされていると思われる.

何故地元から岡市場への出荷数量が少ないのか.それは，既述の如く各産地とも関東とくに東京

中央卸売市場に象徴されるように過去長年月に亘る信用，実績をベースとした商取引が支配的で、あ

るために，地元出荷が疎外され易いこと，潜在的需要の大きな大都市卸売市場の方が卸売相場が堅

調に推移しがちであることなどによるものであろう.

また，岡市場のシラス煮干の月別取扱数量は，地元からの入荷が少量である月に大阪ほかの入荷

が目立つており，静岡のそれは大勢からみて，卸売の補完商材的存在に止まっており，地場産品の

メリットは活かされていない.

たとえば，東京，大阪，静岡の 3中央卸売市場における1984年のシラス煮干の年間平均価格は，

東京が1，093.1円/kg，大阪が994.3円/kg，静岡が973.3円/kgとなっている.

総じて，地場卸売市場においては他産地加工品の入荷増勢から総取引数量も伸びており潜在的需

要のレベルも高いと思われるが，しかし総体的なシラス加工品の卸売価格は， 1978~1982年の堅調

からその後軟化傾向を示し，地場需要にも限界があるように思われる.

5. シラスの価格形成

既述のように，シラスは産地，消費地卸売市場を経由する市場内流通形態が特徴的である.

一般に，産地から消費地に水産物を出荷する場合には委託出荷が基本的条件となっているために

出荷者つまり産地加工業者(仲卸業者〉は，商取引には一際関与できない法的規制がある.しかし，

産地仲卸業者が市場内の売買取引に対して思惑を重要視していることも事実である.

産地加工業者は，自己に有利な商取引を実現し得る出荷先を自由に選択できるわけであるが，資

本制的経済体制下にあっては，資本競争の障壁が存在する.

一般に，地方の零細加工業者はこのような厳しい商取引上の条件を少しでも緩和するために水産

物市場における卸売市場出荷を加工経営上の条件として把握し，大都市卸売市場の卸売相場を重視

する.

たとえば，わが国全体を通じて東日本にあっては東京，西日本にあっては大阪のそれぞれの中央

卸売市場の卸売相場が，公正かっ基本的な相場として劃酌されている.

シラスの場合の産地水揚(卸売〉価格と消費地卸売価格の動向をみてみよう.



182 池松政人

Table 9. Annual average price of shirasu in major production areas and Shizuoka Pre-

fecture (1974-1984). (Unit: yen/kg) 

ンぞ Shizuoka 
Suruga Bay Enshu-nada 

Pref. Yui 1M叫 mu叶 Yoshida I Omaezaki Fukude Maisaka 

1974 314 

1975 470 

1976 510 

1977 577 

1978 685 

1979 531 

1980 341 

1981 509 660 585 528 494 533 422 

1982 585 694 627 608 697 597 499 

1983 667 667 594 503 529 481 404 

1984 541 549 443 429 430 454 

Source: Same data as Fig. 1， Yui， Mochimune， Yoshida， Omaezaki， Fukude and Maisaka 

五sheriescooperatives， landing book， 1981-1984. 

Table 10. Annual average price of boiled and dried shirasu shipped from Shizuoka Pre-

fecture and all production areas through consumption area wholesale market 

(1974-1984). (U nit: yen/kg) 

ミ更Tfrookm yoSCh.iWzu .M. TokyoC.W.M. OsakaC.羽T.M.OsakaC.羽T.M.Seisei C.W.M. Seisei C.W.M. 
oka from all pro-from Shizuoka from all pro-from Shizuoka from all pro-

Prefecture duction areas Prefecture duction areas Prefecture duction areas 

1974 895 877 976 1，066 

1975 1，224 1，218 1，469 1，425 

1976 1，170 1，002 1，404 1，578 1，240 1，081 

1977 1，443 1，301 1，208 1，432 1，053 1，471 

1978 1，551 1，447 1，181 1，578 1，334 1，677 

1979 1，264 1，191 1，376 1，425 1，503 1，613 

1980 1，087 1，022 1，107 1，134 1， 180 1， 169 

1981 1，089 1，202 1， 726 1，536 1，674 1，602 

1982 1，164 1，114 2， 100 1，524 1，768 1，561 

1983 1，309 1，028 1，899 1，054 1，340 1，126 

1984 1，093 949 994 1，098 973 1，102 

Source: Same data as Table 7， Seisei Central Wholesale Market Cooperative， Annual re-

port， 1974-1984. 

Table 9は，関東農政局静岡統計情報事務所 (1974)~ (1983)および各漁協水場台帳 (1982)

~ (1985) から 1974~1984年の静岡県及び主要産地におけるシラスの年平均水揚価格の推移を示し

たものであるが，総体的に若干の消長を伴いながら上昇している.しかし， 1981~1984年の主要産

地の水揚平均価格は鈍化傾向を呈している.

このような産地の水揚価格形成については，買手側の加工業者は概ね許容できる価格として認識

しているが，一部用宗ほかの産地では仕入，買付の競合傾向がみられるところから，原料高製品安

のために生産コストを吸収することが困難であると主張している.
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産地別には，各年の水揚平均価格に大きな格差は認められないが，しかし由比，用宗の価格水準

が高く，吉田，御前崎，舞坂のそれは低い傾向がみられる.

これは，各産地におけるセ人入札による仕入，買付状況の差異があることと，漁獲物の鮮度や

属性に由来するものであろう.

さて，産地加工業者が一連の加工工程を経て出荷する主要卸売市場の年平均卸売価格はTable10 

のとおりである.

東京都 (1974)~ (1984)，大阪市 (1974)~ (1984) および静清中央卸売市場組合 (1976)~ 

(1984)によれば東京，大阪， 静清の 3 中央卸売市場の1974~1984年の価格推移は概観して 1， 000

~1， 500円/kg 程度であり，産地仕入価格の大略 2~3 倍である.

時系列的推移は，いずれの市場においても鈍化している.

唯，静清中央卸売市場は，東京，大阪両卸売市場に比較して価格水準がやや高い.

1981~1984年の静岡県主要産地の月別水揚量と金額を基にして数量と単価の l 次相関係数をパー

ソンズ法(季節調整済系列〉を用いて計算した結果，由比が r=-0.29，用宗が r=-0.52，吉田

が T二一0.48，御前崎が f 二一0.40，舞坂が T二一0.06であり，両者聞に有意な相関関係は認めら

れず，無相関に近かった.

全体的に，水揚量と卸売価格の聞に負の相関係数が認められることは，水揚量の多寡が卸売価格

形成に影響しているとも思われるが，しかし基本的にはシラスの卸売価格形成は，水揚量の多寡に

殆んど関係なく買手側の思惑と市場の成行で推移し，このほか多くの需給要因が複雑に作用して実

現すると思われる.

唯，主要産地閣の平均卸売価格それぞれの l次相関係数を同様の処理により計算した結果，r二

O. 78から f二 0.96の幅に存在し，やや有意な正の相関関係が認められたことは，各産地の卸売業者，

仲卸業者が産地聞で水揚量や卸売相場の情報を入手して原料魚を仕入れていることを示唆している.

総じて，シラスの産地における卸売価格形成は，漁獲量の変動が大きい割に価格の振幅が小さい

ことが指摘できる.

さらに，産地卸売価格と主要消費地卸売価格閣の相関関係の有意性が認められないことは，他産

地との出荷競合が影響していると思われるー

因みに， 1984年の東京中央卸売市場における静岡県からのシラス煮干入荷量は全体の19.5%であ

った.

6. 結論

静岡県のシラス漁業は，生産手段，労働力ともに小規模，零細な泊岸漁業である.

また，シラス加工業者も零細な家内工業の領域に止まっており，その経営規模別分布は少数の企

業形態の大規模階層と群小の小規模階層に分極している.

シラス漁業と加工業においては，年聞を通ずる計画的な漁獲や原料魚の仕入を維持することが困

難であり，これが個別経営の零細性，不安定性を助長していることも事実である.

とくに，シラス加工業においては，他種魚類の水産加工業のほか数種の加工業，商業の兼業によ

り操業を維持している事例がみられる.

近年，わが国の水産物の流通機構が変化し，卸売市場内のセ人入札取引から商社資本，大手水

産資本によるエピ，カニなどの高級冷凍魚や加工品の相対取引による市場外取引が顕在化しつつあ

るが，これはシラス加工品の産地出荷にとっても重要な事象である.
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つまり，シラス加工品の流通をめぐるわが国水産物市場は卸売市場外の相対取引を通じて，売手

側の売買取引に対する意志を反映する流通体制への転換を意味している中で，シラス加工品の出荷

がその殆んどを大都市卸売市場に依存していることは，自己に有利な売買取引の余地を狭めること

になろう.

事実，シラス加工業者の加工品出荷，販売に関する見解は，静岡県商工部(1981)のアンケート

調査から，シラスの主要販売先との取引理由は，昔からの取引先であること，信用があることを指

摘する意見の方が多く，販売力の将来性が見込めるとか，安定した注文が得られるなどの見解を凌

駕し，単に旧来の取引実績を延長する旧態依然たる経営体質を物語り，さらに個別事業の将来性に

ついても不安感が強く，現状維持が限界であると回答している.

池松(1982)は，サクラエピ加工業の加工品出荷が東京，大阪の大都市消費市場のみに傾斜し，

他律的，受動的取引傾向がつよいことを指摘し，また加工経営の低位生産性を克服するためには，

単に個別資本の利殖に終始することなく，系統組合の経済事業の機能を駆使して個別経営体質を強

化することが適策であると主張したが，サクラエピ加工業に生産形態，生産体制が類似するシラス

加工業においても同様の提言ができる.

シラス漁業，加工業の生産上の経済的環境および条件は厳しく，個別経営の安定を維持するため

には多くの課題を抱えているが，許容される生産条件の中で個別経営の自主的，自立的生産基盤を

強化し，その上に系統組合の経済事業の機能を構築し，適正生産の方策を模索することが肝要であ

ろう.

あとがき

本報告は，静岡県のシラス漁業の生産やシラスの流通勤態を概括するに止まり，各産地，消費地

の具体的な実態，特徴を把握，吟味し，かっその需給，市場構造，価格形成などについて微細な分

析，検討は今後に残された課題となった.

本報告の調査を実施する段階で県下の主要なシラス産地の漁業，加工業の団体の方々からは資料

提供など種々御協力頂いた.記して感謝致す次第である.

とくに，用宗水産加工業協同組合長として地域水産加工業に貢献された故野仲政司氏には，本調

査ならびに学生の卒業研究，実習など多方面に亘って格別の御援助を頂いた.不幸にもこのたひ、業

務中に不慮、の事故のため急逝されたことは用宗はもちろんのこと県下水産加工業界の発展のために

惜まれる.

ままに，生前の暖かい御支援に対し深甚なる謝意を呈するとともに，亡き野仲政司氏の霊前に本小

論を捧げたい.

最後に，谷口朝宏，浜田仁正，小早川直哉，森真也，梶原富士夫，友田貴明の諸君には水産学科

の卒業研究を兼ねて資料蒐集の労を煩したことに対して謝意を表する.
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